
 

 

 

 

 

岩国市 子ども・子育て支援事業計画 

作成のためのアンケート 

 

調 査 報 告 書 

 

 

 

 

 

 

 

平成３１年２月 
 

岩 国 市 
  



  



 

目 次 
 
第１章 調査の概要 .................................................................................................. 1 

１．調査の目的 ...................................................................................................... 3 

２．調査の対象 ...................................................................................................... 3 

３．調査の方法 ...................................................................................................... 3 

４．調査の期間 ...................................................................................................... 3 

５．回収の結果 ...................................................................................................... 3 

６．報告書の見方 ................................................................................................... 4 

第２章 調査結果 ...................................................................................................... 5 

１．家族の状況 ...................................................................................................... 7 

２．保護者の就労状況 ......................................................................................... 14 

３．定期的な教育・保育施設の利用状況・利用希望 .......................................... 18 

４．地域子育て支援センター及び子育て支援サービスの利用状況 ..................... 24 

５．病気の際の対応 ............................................................................................. 30 

６．不定期の教育・保育施設や宿泊を伴う一時預かりなどの利用 ..................... 33 

７．育児休業など職場の両立支援制度 ................................................................ 36 

８．小学校就学後の放課後の過ごし方 ................................................................ 41 

９．市に期待すること ......................................................................................... 45 

 



- 1 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 調査の概要 



- 2 - 

  



- 3 - 

 

第１章 調査の概要 

１．調査の目的 

子育て家庭の実態や子育て支援ニーズ、子育てや少子化に関する意識等を把握する

ことにより、今後の子育て支援施策の充実に活かすとともに、｢子ども・子育て支援

事業計画」策定の基礎資料とするため。 

 

２．調査の対象 

就学前児童の保護者 本市在住の就学前児童の保護者から無作為抽出 

小学生の保護者 本市在住の小学生の保護者から無作為抽出 

 

３．調査の方法 

郵送による配付・回収 

 

４．調査の期間 

平成 30 年 12 月 20 日～平成 31 年１月 10 日 

※ ただし、平成31年１月25日までに回収された調査票を有効回収票として扱い、

集計・分析を行いました。 

 

５．回収の結果 

 
抽出者数 配布数 回 収 数 

(有効回収数) 
回 収 率 
(有効回収率) 

就学前児童の保護者 2,000 件 1,991 件 920 件 
（904 件） 

46.2％ 
（45.4％） 

小学生の保護者  1,000 件 994 件 453 件 
（449 件） 

45.6％ 
（45.2％） 

  



- 4 - 

 

６．報告書の見方 

●回答は、各質問の回答者数（計）を基数とした百分率（％）で示しています。小

数点第２位を四捨五入しているため、比率の合計が 100.0％にならない場合があ

ります。 

●複数回答を求めた質問では、回答比率の合計が 100.0％を超えます。 

●回答があっても、小数点第２位を四捨五入して 0.1％に満たない場合は、表・グ

ラフには「0.0」と表記しています。  
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第２章 調査結果 

１．家族の状況 

（調査結果の概要） 

 本調査の回答者は、就学前児童の保護者の 91.5％、小学生の保護者の 88.4％が

母親となっています。また、就学前児童の 6.0％、小学生の 7.1％の子育て家庭

は配偶者がいないと回答されていますが、配偶者のいない回答者はすべて母親

となっています。 

 子育て家庭の概ね６割は、父母ともに子育てを行っていますが、約４割は母親

が主な子育てを担っています。また、緊急時に子どもを見てもらえる人として

祖父母などの親族を挙げる人が多いものの、見てもらえる人がいない家庭も１

割以上存在しています。 

 子育てをする上で気軽に相談できる人や相談できる場所がないと回答した人

は、就学前児童の保護者では 4.3％であるものの、小学生の保護者では 8.0％と、

就学前児童の保護者より小学生の保護者の方が高くなっています。 

 

（居住地区） 

就学前 / 問１ 小学生 / 問１ 

  

71.6 

8.3 

7.9 

7.0 

2.0 

0.9 

0.3 

0.2 

1.9 

69.9 

8.7 

8.5 

7.8 

1.6 

1.8 

0.0 

0.0 

1.8 

旧岩国市（通津地区を除く）

玖珂地域

通津・由宇地域

周東地域

美和地域

錦地域

本郷地域

美川地域

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

就学前（計：904人） 小学生（計：449人）
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（子どもの年齢） 

就学前 / 問２・３ 

 

●きょうだいの数の平均値は 1.85 人となっています。 

 

（子どもの学年） 

小学生 / 問２ 

 

  

０歳

8.5%

１歳

15.2%

２歳

14.5%

３歳

17.5%

４歳

15.9%

５歳

16.2%

６歳

12.2%

無回答

0.1%

計： 904人

小学１年生

18.3%

小学２年生

27.0%

小学３年生

25.3%

小学４年生

28.4%

無回答

1.1%

計： 449人
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（回答者） 

就学前 / 問４ 小学生 / 問３ 

 

 

就学前 / 問５ 小学生 / 問４ 

（回答者の年齢） 

 

 

就学前 / 問６ 小学生 / 問５ 

（回答者の配偶関係） 

  

91.5 

88.4 

8.3 

10.0 

0.2 

0.7 

0.0 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（計：904人）

小学生（計：449人）

母親 父親 その他 無回答

2.8 

0.0 

12.2 

1.1 

32.1 

14.7 

32.2 

33.0 

16.8 

32.3 

3.2 

14.7 

0.7 

3.1 

0.1 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（計：904人）

小学生（計：449人）

25歳未満 25～29歳 30～34歳 35～39歳

40～44歳 45～49歳 50歳以上 無回答

93.9 

92.0 

6.0 

7.1 

0.1 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（計：904人）

小学生（計：449人）

配偶者がいる（事実婚を含む） 配偶者はいない 無回答
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就学前 / 問７ 小学生 / 問６ 

お子さんの子育て(教育を含む)を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関係

でお答えください。 

 

●就学前児童の保護者に、お子さんの子育て(教育を含む)を主に行っているのはどなたです

かとたずねたところ、「父母ともに」と回答した人の割合が最も高く、59.4％となってい

ます。次いで、「主に母親」（39.5％）、「主に父親」（0.3％）と続いており、主に母親が子

育てをしている就学前児童は約４割になっています。 

●「主に母親」と回答した保護者の割合は、「主に父親」と回答した保護者の割合の 131.7

倍にもなっており、圧倒的に母親に子育てが偏っている状態であるといえます。 

●小学生の保護者についても同様の傾向がみられますが、「父母ともに」と回答した人の割

合が若干高いことが分かります。 

  

59.4 

39.5 

0.3 

0.3 

0.3 

0.1 

61.2 

35.4 

0.4 

1.3 

0.7 

0.9 

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖父母

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

就学前（計：904人） 小学生（計：449人）
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就学前 / 問８ 小学生 / 問７ 

日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。 

 

●就学前児童の保護者に、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますかとたずねたところ、

「緊急時もしくは用事の際には祖父母などの親族にみてもらえる」と回答した人が最も多

く、58.3％となっています。次いで、「日常的に祖父母などの親族にみてもらえる」（32.5％）、

「緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」（11.3％）と続

いています。 

●小学生の保護者も同様の傾向にありますが、親族にみてもらえると回答した人の割合が若

干減少するかわりに、友人・知人にみてもらえると回答した人の割合が増加していること

が分かります。 

●日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人が「いずれもいない」と回答した人は、就学前

児童の保護者、小学生の保護者ともに１割以上存在しています。 

  

58.3 

32.5 

11.3 

1.5 

12.5 

0.1 

52.1 

31.6 

15.4 

4.0 

13.1 

0.9 

緊急時もしくは用事の際には

祖父母などの親族にみてもらえる

日常的に祖父母などの親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には

子どもをみてもらえる友人・知人がいる

日常的に子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

就学前（計：904人） 小学生（計：449人）
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就学前 / 問９ 小学生 / 問８ 

子育てに悩みや不安を感じることがありますか。 

 
●就学前児童の保護者に、子育てに悩みや不安を感じることがありますかとたずねたところ、

「かなり悩みや不安を感じる」または「多少は悩みや不安を感じる」と回答した人の割合

は 66.4％となっています。一方、「あまり悩みや不安を感じない」または「悩みや不安を

感じない」と回答した人の割合は 33.5％となっています。 

●小学生の保護者では、子育てに悩みや不安を感じている人が 74.3％となっており、就学

前児童の保護者よりも高くなっています。 

 

 

就学前 / 問１０ 小学生 / 問９ 

子育てをするうえで、気軽に相談できる人や場所はありますか。 

 

●就学前児童の保護者に、子育てをするうえで、気軽に相談できる人や場所はありますかと

たずねたところ、「ある」と回答した人の割合は 95.7％となっています。一方、「ない」

と回答した人の割合は 4.3％となっています。 

●子育てをするうえで、気軽に相談できる人や場所が「ない」と回答した人の割合は、小学

生の保護者の方が就学前児童の保護者と比べて高くなっており、ほぼ２倍（1.86 倍）で

あることが分かります。 

  

4.9 

8.2 

61.5 

66.1 

26.3 

20.3 

7.2 

4.2 

0.1 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（計：904人）

小学生（計：449人）

かなり悩みや不安を感じる 多少は悩みや不安を感じる あまり悩みや不安を感じない

悩みや不安を感じない 無回答

95.7 

90.2 

4.3 

8.0 

0.0 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（計：904人）

小学生（計：449人）

ある ない 無回答
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就学前 / 問１０-１ 小学生 / 問９-１ 

子育てをするうえで気軽に相談できる人や場所が「ある」と回答した人にうかがいます。 

お子さんの子育て(教育を含む)に関して、気軽に相談できる先は、誰(どこ)ですか。 

 

●子育てをするうえで気軽に相談できる人や場所が「ある」と回答した就学前児童の保護者

に、お子さんの子育て(教育を含む)に関して、気軽に相談できる先は、誰(どこ)ですかと

たずねたところ、「配偶者」と回答した人が最も多く、83.5％となっています。次いで、

「その他の家族・親族」（82.9％）、「友人・知人」（71.9％）と続いており、小学生の保護

者も同様の傾向にあります。 

●このことから、配偶者がいなかったり、配偶者がいなくても子育てを一人で行う必要があ

ったりした場合、身近に親族や友人・知人がいない場合は、気軽に相談できる人や場所が

限られてしまい、結果として相談することができず一人で課題を抱え込むことにつながる

ことが分かります。  

83.5 

82.9 

71.9 

35.6 

9.2 

7.4 

4.9 

2.8 

1.3 

0.1 

2.0 

0.5 

82.2 

77.3 

71.4 

7.7 

1.7 

0.7 

0.7 

25.9 

3.2 

0.0 

配偶者

その他の家族・親族

友人・知人

幼稚園・保育園・認定こども園など

地域子育て支援センター

医師・看護師などの医療機関の職員

母子保健推進員

インターネットの相談窓口

市の相談窓口

民生委員・児童委員

学校

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（計：904人） 小学生（計：449人）
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２．保護者の就労状況 

（調査結果の概要） 

 父親の約９割はフルタイム勤務となっています。 

 働いていない母親の就労意向を見ると、就学前児童の母親の 26.2％、小学生の

母親の 28.7％が、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」と回答して

います。 

 育児休業制度を、就学前児童の母親の 33.0％が取得したのに対して、父親は

7.1％の取得に留まっており、父親の利用率は相対的に低くなっています。 

 

 

就学前 / 問１１（１） 小学生 / 問１０（１） 

お子さんの父親・母親それぞれの就労状況(自営業、家族従事者含む)をうかがいます。 

 

父親 

 

●就学前児童の父親の就労状況をたずねたところ、「フルタイムで就労している（育休･介護

休業中含む）」と回答した人の割合が最も高く、90.5％となっています。次いで、「パート・

アルバイトなどで就労している（育休･介護休業中含む）」（1.1％）、「就労していない」

（0.7％）と続いています。小学生の父親の就労状況も同様の傾向にあり、ほとんどの父

親が「フルタイムで就労している（育休･介護休業中含む）」と回答しています。 

●「パート・アルバイトなどで就労している」と回答した就学前児童の父親は 10 名となっ

ていますが、その内、1年以内に、フルタイムで働きたいという希望がある父親は４名と

なっています。また、「就労していない」と回答した父親は６名となっていますが、その

内、就労希望のある父親は４名となっています。 

90.5 

88.9 

1.1 

2.2 

0.7 

0.4 

7.7 

8.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（計：904人）

小学生（計：449人）

フルタイムで就労している（育休･介護休業中含む）

パート・アルバイトなどで就労している（育休･介護休業中含む）

就労していない

無回答



- 15 - 

●「パート・アルバイトなどで就労している」と回答した小学生の父親は 10 名となってい

ますが、その内、1年以内に、フルタイムで働きたいという希望がある父親は１名となっ

ています。また、「就労していない」と回答した父親は２名となっていますが、就労希望

のある父親はいません。 

 

就学前 / 問１１（２） 小学生 / 問１０（２） 

母親 

 

●就学前児童の母親の就労状況をたずねたところ、「就労していない」と回答した人の割合

が最も高く、39.7％となっています。次いで、「フルタイムで就労している（産休・育休･

介護休業中含む）」（30.9％）、「パート・アルバイトなどで就労している（産休・育休･介

護休業中含む）」（24.9％）と続いています。 

●「フルタイムで就労している（産休・育休･介護休業中含む）」、「パート・アルバイトなど

で就労している（産休・育休･介護休業中含む）」と回答した就学前児童の母親の１週間当

たりの就労日数は 4.82 日となっています。なお、１日当たりの就労時間の平均値は 6.96

時間となっています。 

●小学生の母親の就労状況は、「就労していない」の回答が就学前児童の母親と比べて低く、

「パート・アルバイトなどで就労している（産休・育休･介護休業中含む）」の回答が高く

なっています。「フルタイムで就労している（産休・育休･介護休業中含む）」の回答割合

についてはほとんど同水準であることから、再就職する場合の就労形態でパートやアルバ

イトを選択される母親が多いことがうかがえます。 

  

30.9 

30.1 

24.9 

43.2 

39.7 

22.5 

4.5 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（計：904人）

小学生（計：449人）

フルタイムで就労している（産休・育休･介護休業中含む）

パート・アルバイトなどで就労している（産休・育休･介護休業中含む）

就労していない

無回答
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就学前 / 問１１（２）-２ 小学生 / 問１０（２）-２ 

「パート・アルバイトなどで就労している」と回答した方にうかがいます。 

1 年以内に、フルタイムで働きたいという希望はありますか。 

 

●「パート・アルバイトなどで就労している」と回答した就学前児童の母親に、1年以内に、

フルタイムで働きたいという希望はありますかとたずねたところ、「パート・アルバイト

などの就労を続けたい」と回答した人の割合が最も高く、73.3％となっています。次いで、

「フルタイムで働きたい」（17.3％）、「パート・アルバイトなどを辞めたい（子育てや家

事などに専念したい）」（4.9％）と続いています。 

●小学生の母親は、「フルタイムで働きたい」との回答割合が就学前児童の母親に比べて低

くなっています。 

  

17.3 

11.9 

73.3 

76.3 

4.9 

6.7 

4.4 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（計：225人）

小学生（計：194人）

フルタイムで働きたい

パート・アルバイトなどの就労を続けたい

パート・アルバイトなどを辞めたい（子育てや家事などに専念したい）

無回答
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就学前 / 問１１（２）-３ 小学生 / 問１０（２）-３ 

「就労していない」と回答した方にうかがいます。 

就労したいという希望はありますか。 

 

 

（希望する就労形態） 

 

 

●「就労していない」と回答した就学前児童の母親に、就労したいという希望はありますか

とたずねたところ、「１年より先、一番下の子どもが大きくなったころに就労したい」と

回答した人の割合が最も高く、49.6％となっています。次いで、「すぐにでも、もしくは

１年以内に就労したい」（26.2％）、「就労の予定はない（子育てや家事などに専念したい）」

（23.7％）と続いています。平均して、子どもが 4.27 歳になった頃を目途に就労を希望

されています。 

●小学生の母親は、就学前児童の母親と比べて「就労の予定はない（子育てや家事などに専

念したい）」との回答割合が高くなっています。 

●希望する就労形態は就学前児童の母親も小学生の母親も同様の傾向にあり、「フルタイム」

と回答した割合は１割強となっています。「パート・アルバイトなど」と回答した人が大

多数ですが、具体的には週当たり平均 3.77 日、１日当たり平均 4.63 時間の就労を希望さ

れています。  

23.7 

36.6 

49.6 

32.7 

26.2 

28.7 

0.6 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（計：359人）

小学生（計：101人）

就労の予定はない（子育てや家事などに専念したい）

１年より先、一番下の子どもが大きくなったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答

12.8 

13.8 

86.2 

86.2 

1.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（計：94人）

小学生（計：29人）

フルタイム パート・アルバイトなど 無回答
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３．定期的な教育・保育施設の利用状況・利用希望 

（調査結果の概要） 

 調査結果を見ると、認可保育園の平日の利用率は 45.4％ですが、無償化後を想

定した利用意向を尋ねた結果は 44.4％となっており、絶対値が低くなっている

ことが分かります。これは、現在の利用率を尋ねた設問について、母数が 636

人（現在、幼稚園や保育園などを定期的に「利用している」と回答した方）で

あるのに対し、無償化後を想定した利用意向を尋ねた設問は 904 人（調査対象

者全員）であるためです。従って、両者の調査結果から出てくる数字をそのま

ま比較することはできません。 

 そこで、実人数に置き換えて比較すると、回答者のうち、認可保育園の平日の

現在の利用者数は 287 人、利用希望者数は 401 人となります（割合と母数から

算出可能）。実人数からニーズ量の増加分を計算すると、その増分は 39.7％で

あることが分かります。同様に、幼稚園では 118.0％、認定こども園では 170.9％

のニーズの増加が見込まれることになります。 

 ただし、この結果は調査票の設問に回答いただいた結果を単純試算したもので

あることに留意する必要があります。実際のニーズ量の計算に際しては、国の

ガイドラインに従って、家族類型、人口推計結果、その他条件を踏まえ、慎重

に検討した上で、推計されます。 

 

就学前 / 問１２ 

お子さんは現在、幼稚園や保育園などを定期的に利用されていますか。 

 

●就学前児童の保護者に、現在、幼稚園や保育園などを定期的に利用されているかとたずね

たところ、「利用している」と回答した人の割合は 70.3％となっています。一方、「利用

していない」と回答した人の割合は 29.1％となっています。  

利用している

70.3%

利用していない

29.1%

無回答

0.6%

計： 904人



- 19 - 

 

就学前 / 問１２-１・１２ー２ 

現在、幼稚園や保育園などを定期的に「利用している」と回答した方にうかがいます。 

お子さんは、平日どのような教育・保育施設を利用していますか。年間を通して「定期的に」

利用している施設をお答えください。 

 

●幼稚園や保育園などを定期的に「利用している」と回答した就学前児童の保護者に、「定

期的に」利用している施設をお答えくださいとたずねたところ、「認可保育園」と回答し

た人が最も多く、45.4％となっています。次いで、「幼稚園」（28.8％）、「認定こども園」

（21.1％）と続いています。 

●現在の利用状況は、週平均 4.98 日、日平均 7.52 時間であるのに対して、希望としては週

平均 5.09 日、日平均 8.09 時間となっており、１日当たりの利用時間を現状より 7.6％程

度増やしたいというニーズがあることが分かります。 

  

45.4 

28.8 

21.1 

6.6 

2.5 

0.8 

0.6 

0.3 

1.4 

3.6 

0% 20% 40% 60%

認可保育園

幼稚園

認定こども園

幼稚園の預かり保育

事業所内保育施設

その他の認可外の保育施設

小規模な保育施設

ファミリーサポートセンター

その他

無回答

計：636人
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就学前 / 問１３ 

お子さんが現在利用している、していないにかかわらず、無償化された場合の平日に「定期

的に」利用したい教育・保育施設をお答えください。 

 

●就学前児童の保護者に、無償化された場合の平日に「定期的に」利用したい教育・保育施

設をたずねたところ、「認可保育園」と回答した人が最も多く、44.4％となっています。

次いで、「幼稚園」（44.1％）、「認定こども園」（40.2％）と続いています。 

  

44.4 

44.1 

40.2 

29.3 

3.0 

3.0 

3.0 

1.0 

0.7 

4.4 

0% 20% 40% 60%

認可保育園

幼稚園

認定こども園

幼稚園の預かり保育

小規模な保育施設

事業所内保育施設

ファミリーサポートセンター

その他の認可外の保育施設

その他

無回答

計：904人
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就学前 / 問１３-１ 

無償化された場合、平日に「定期的に」利用したい教育・保育施設として、「幼稚園」また

は「幼稚園の預かり保育」と回答され、かつそれ以外の施設にも回答した方にうかがいます。 

特に幼稚園(幼稚園の預かり保育を併せて利用する場合を含む)の利用を強く希望しますか。 

 

●無償化された場合の平日に「定期的に」利用したい教育・保育施設として「幼稚園」また

は「幼稚園の預かり保育」と回答され、かつそれ以外の施設にも回答した就学前児童の保

護者に、特に幼稚園(幼稚園の預かり保育を併せて利用する場合を含む)の利用を強く希望

しますかとたずねたところ、「はい」と回答した人の割合は 73.1％となっています。一方、

「いいえ」と回答した人の割合は 24.4％となっています。 

  

はい

73.1%

いいえ

24.4%

無回答

2.5%

計： 238人
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就学前 / 問１４ 

お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育施設の利用希望はありま

すか。 

 

土曜日 

 

日曜日・祝日 

 

●土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育施設の利用希望をたずねたところ、土曜日

の利用意向は 38.1％、日曜日・祝日の利用意向は 13.7％となっており、日曜日の利用意

向に比べて、土曜日の利用意向の方が高い傾向にあります。 

  

利用する必要はない

60.0%

ほぼ毎週利用したい

11.8%

月に１～２回は

利用したい

26.3%

無回答

1.9%

計： 904人

利用する必要はない

83.5%

ほぼ毎週利用したい

2.1%

月に１～２回は

利用したい

11.6%

無回答

2.8%

計： 904人
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就学前 / 問１５ 

「幼稚園」を利用されている方にうかがいます。 

お子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休業中、教育・保育施設の利用を希望します

か。 

 

●「幼稚園」を利用されている就学前児童の保護者に、夏休み・冬休みなど長期の休業中、

教育・保育施設の利用を希望するかとたずねたところ、「週に数日利用したい」と回答し

た人の割合が最も高く、39.9％となっています。次いで、「利用する必要はない」（38.8％）、

「ほぼ毎日利用したい」（20.2％）と続いています。 

  

利用する必要はない

38.8%

ほぼ毎日利用したい

20.2%

週に数日利用したい

39.9%

無回答

1.1%

計： 183人
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４．地域子育て支援センター及び子育て支援サービスの利用状況 

（調査結果の概要） 

 地域子育て支援センター（公民館などで実施している類似の活動を含む）につ

いて、今は利用していないが、できれば今後利用したいと回答した人の割合は

17.9％、今後利用日数を増やしたいと回答した人の割合は12.2％となっており、

合わせると就学前児童の保護者の30.1％が地域子育て支援センター等の新規利

用（利用増）に意欲的であることが分かります。 

 子育てに関する情報は、友人・知人、家族などからの口コミや、インターネッ

トなどから多くの方が収集していることが見て取れます。周囲に相談相手がい

ない子育て家庭や、能動的に情報収集できない（しにくい）家庭との情報格差

が生じやすいことから、多様な情報提供体制の確保が求められます。 

 

 

就学前 / 問１６ 

お子さんは、現在、地域子育て支援センター等を利用していますか。 

 

●就学前児童の保護者に、現在、地域子育て支援センター等を利用していますかとたずねた

ところ、「利用していない」と回答した人の割合が最も高く、67.1％となっています。次

いで、「地域子育て支援センター」（25.4％）、「公民館などで実施している類似の活動」

（5.9％）と続いています。  

地域子育て

支援センター
25.4%

公民館などで実施し

ている類似の活動

5.9%

利用していない

67.1%

無回答

1.6%

計： 904人
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就学前 / 問１７ 

地域子育て支援センター等について、今は利用していないが、できれば今後利用したい、あ

るいは、利用日数を増やしたいと思いますか。 

 

●就学前児童の保護者に、地域子育て支援センター等について、今は利用していないが、で

きれば今後利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますかとたずねたところ、

「新たに利用したり、利用日数を増やしたりしたいとは思わない」と回答した人の割合が

最も高く、65.4％となっていますが、「利用していないが、今後利用したい」（17.9％）、

「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」（12.2％）との回答もあります。 

●「利用していないが、今後利用したい」と回答した人は、具体的には１か月当たり平均

2.25 日の利用を希望されていますが、これは現在の利用状況（平均 5.00 日）の 45.0％の

水準となっています。 

  

利用していないが、

今後利用したい
17.9%

すでに利用している

が、今後利用日数を

増やしたい

12.2%

新たに利用したり、利用日数を

増やしたりしたいとは思わない

65.4%

無回答

4.5%

計： 904人
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就学前 / 問１８ 小学生 / 問１１ 

子育てに関する情報をどのように収集していますか。 

 

●子育てに関する情報をどのように収集していますかとたずねたところ、就学前児童の保護

者では「友人・知人」と回答した人が最も多く、78.0％となっています。次いで、「イン

ターネット」（63.5％）、「家族」（63.4％）と続いています。 

●小学生の保護者も同様の傾向にありますが、「市報」と回答した人は45.0％となっており、

就学前児童の保護者（28.3％）と比べて市報から情報を得る方が多い傾向にあることが分

かります。 

  

78.0 

63.5 

63.4 

57.9 

28.3 

22.5 

17.0 

9.6 

8.8 

7.4 

2.3 

1.4 

1.5 

71.3 

46.3 

51.2 

45.0 

7.1 

7.3 

65.7 

4.5 

0.9 

1.8 

友人・知人

インターネット

家族

幼稚園・保育園・認定こども園

市報

子育てアプリ

子育て支援カレンダー

地域子育て支援センター

母子保健推進員

市のホームページ

学校

ほとんど得る機会がない

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（計：904人） 小学生（計：449人）
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就学前 / 問１９ 

下記の支援サービスをこれまでに利用したことはありますか。 

それぞれのサービスごとにお答えください。 

 

認知度・利用状況 

 
計：904 人 

●支援サービスの認知度・利用状況をたずねたところ、利用していると回答した人の割合が

最も高いサービスは、「こども館・児童館」であり、75.2％となっています。一方、「知ら

ない」と回答した人の割合が最も高いサービスは、「はるか こどもの相談センター」で

あり、68.1％となっています。 

●「はるか こどもの相談センター」は、平成 29 年８月から実施しているサービスであり、

保護者への認知度が相対的に低い状況にあることが分かります。速やかに保護者に浸透す

るように、今後、一層努めていく必要があります。認知度が２番目に低かった「子育てガ

イドブック」は、市ＨＰでも閲覧可能です。市報やその他あらゆる媒体を通じて、保護者

に対して、妊娠、出産、子育てに関わる制度や幼稚園、認定こども園、保育園、親子で利

用できる施設の紹介など、子育てに役立つガイドブックの存在を認知いただくよう努めて

いく必要があります。  

46.3

42.4

12.7

3.9

17.0

42.9

54.0

75.2

35.8

3.4

3.1

29.6

23.5

30.0

48.3

27.4

44.9

34.5

20.0

43.7

44.5

24.9

21.5

30.9

53.3

44.0

51.5

8.7

8.4

2.8

17.3

48.2

68.1

2.5

3.3

4.0

3.8

4.0

3.4

3.1

2.0

3.2

3.9

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てアプリ

子育て支援カレンダー

子育てガイドブック

ほっとＩ

家庭教育に関する学級・講座

保健センターの相談や教室

幼稚園・保育園・認定こども園等の

園庭開放やイベント

こども館・児童館

地域子育て支援センター

こども相談室・子育て世代

包括支援センター

はるか こどもの相談センター

利用したことがある 知っているが、利用したことがない 知らない 無回答
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就学前 / 問１９ 

下記の支援サービスを今後利用したいと思いますか。 

それぞれのサービスごとにお答えください。 

 

利用意向 

 

計：904 人 

●利用意向についても、概ね認知度・利用状況と同様の傾向にありますが、認知されていな

いサービスは利用意向につながり難いことは当然であるため、まずは認知度を高めていく

取組を継続的に行うことが大切です。 

  

41.0

37.2

23.9

10.1

21.9

30.1

47.7

64.2

33.6

11.2

8.7

21.9

23.7

24.3

32.4

27.4

25.8

21.6

11.2

19.5

23.2

23.7

29.1

30.6

42.9

50.1

42.0

34.8

23.1

17.1

38.6

57.7

59.3

8.0

8.5

8.8

7.4

8.6

9.3

7.6

7.5

8.3

7.9

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てアプリ

子育て支援カレンダー

子育てガイドブック

ほっとＩ

家庭教育に関する学級・講座

保健センターの相談や教室

幼稚園・保育園・認定こども園等の

園庭開放やイベント

こども館・児童館

地域子育て支援センター

こども相談室・子育て世代

包括支援センター

はるか こどもの相談センター

利用したい 利用しない わからない 無回答
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小学生 / 問１２ 

下記の支援サービスをこれまでに利用したことはありますか。また、今後利用したいと思い

ますか。それぞれのサービスごとにお答えください。 
 

認知度・利用状況 

 
計：449 人 

利用意向 

 
計：449 人 

●認知度・利用状況、利用意向については上記のグラフのとおりとなっていますが、就学前

児童の保護者と同様、「知らない」との回答割合が高いサービスもあることから、今後、

さらに周知を継続していく必要があるといえます。  

14.9

1.3

11.8

3.8

2.4

0.4

73.3

30.1

28.7

45.4

54.1

52.8

15.8

19.6

51.4

65.5

38.8

38.3

41.6

80.4

4.5

3.6

4.5

4.0

3.8

3.1

3.3

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てアプリ

ほっとⅠ（妊娠･出産･子育ての電話相談）

家庭教育に関する講座

こども相談室・子育て世代包括支援センター

教育センター・教育相談室

はるかこどもの相談センター

こども館・児童館

利用したことがある 知っているが、利用したことがない 知らない 無回答

18.0

5.1

18.3

10.0

9.8

4.2

38.3

27.2

36.7

29.4

25.2

23.8

28.5

25.2

49.4

53.2

46.8

59.2

61.2

61.5

31.2

5.3

4.9

5.6

5.6

5.1

5.8

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てアプリ

ほっとⅠ（妊娠･出産･子育ての電話相談）

家庭教育に関する講座

こども相談室・子育て世代包括支援センター

教育センター・教育相談室

はるかこどもの相談センター

こども館・児童館

利用したい 利用しない わからない 無回答
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５．病気の際の対応 

（調査結果の概要） 

 就学前児童の 83.3％、小学生の 64.6％が、この１年間に病気やけがで幼稚園・

保育所・学校などを休まなければならなかったと回答しています。 

 病気やけがで学校等を休まなければならなかったときに「父親が休んだ」、「母

親が休んだ」と回答した人に、できれば病児・病後児のための保育施設などを

利用したいと思ったかと尋ねたところ、就学前児童の 30.8％、小学生の 21.6％

が、できれば利用したいと回答しており、特に就学前児童で利用意向が高くな

っています。 

 

 

就学前 / 問２０ 小学生 / 問１３ 

お子さんがこの１年間に、病気やけがで幼稚園・保育園などを利用できなかったことはあり

ましたか（就学前については、平日の定期的な教育・保育施設を利用していると答えた方の

み）。 

 

●平日の定期的な教育・保育施設を利用していると答えた就学前児童の保護者に、この１年

間に、病気やけがで幼稚園・保育園などを利用できなかったことはありましたかとたずね

たところ、「あった」と回答した人の割合は 83.3％となっています。一方、「なかった」

と回答した人の割合は 15.7％となっています。 

●小学生の保護者は、病気やけがで幼稚園・保育園などを利用できなかったことが「あった」

と回答した人の割合は 64.6％となっており、就学前児童の保護者（83.3％）と比べると

大幅に低くなっています。 

  

83.3 

64.6 

15.7 

33.2 

0.9 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（計：636人）

小学生（計：449人）

あった なかった 無回答
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就学前 / 問２０-１ 小学生 / 問１３-１ 

この１年間に、病気やけがで幼稚園・保育園などを利用できなかったことが「あった」と回

答した方にうかがいます。 

お子さんが病気やけがで幼稚園・保育園などを利用できなかった場合に、この１年間に行っ

た対処方法はなんですか。 

 
●この１年間に、病気やけがで幼稚園・保育園などを利用できなかったことが「あった」と

回答した就学前児童の保護者に、お子さんが病気やけがで幼稚園・保育園などを利用でき

なかった場合に、この１年間に行った対処方法をたずねたところ、「母親が休んだ」と回

答した人が最も多く、67.2％となっています。次いで、「親族・知人に子どもをみてもら

った」（31.9％）、「父親又は母親のうち就労していない保護者がみた」（26.8％）と続いて

います。 

●小学生の保護者では、「仕方なく子どもだけで留守番させた」が 7.9％となっており、就

学前児童の保護者（0.6％）と比べて高くなっていますが、概ね就学前児童の保護者と同

様の傾向にあります。 

  

67.2 

31.9 

26.8 

22.1 

5.3 

0.6 

2.5 

1.1 

63.8 

25.9 

22.1 

22.1 

1.4 

7.9 

2.1 

0.0 

母親が休んだ

親族・知人にみてもらった

（同居者を含む）

父親又は母親のうち就労

していない保護者がみた

父親が休んだ

病児・病後児の保育を利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80%

就学前（計：530人） 小学生（計：290人）
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就学前 / 問２０-２ 小学生 / 問１３-２ 

お子さんが病気やけがで幼稚園・保育園などを利用できなかった場合に、この１年間に行っ

た対処方法として、「父親が休んだ」「母親が休んだ」と回答した方にうかがいます。 

その際「できれば病児・病後児のための保育施設を利用したい」と思われましたか。 

 

 

（希望する場所） 

 

●お子さんが病気やけがで幼稚園・保育園などを利用できなかった場合に、この１年間に行

った対処方法として、「父親が休んだ」「母親が休んだ」と回答した就学前児童の保護者に、

「できれば病児・病後児のための保育施設を利用したい」と思われましたかとたずねたと

ころ、「利用したいとは思わない」と回答した人の割合は 66.8％となっています。一方、

「できれば病児・病後児保育施設を利用したい」と回答した人の割合は 30.8％となって

います。 

●「できれば病児・病後児のための保育施設を利用したい」との回答は、小学生の保護者で

は 21.6％となっており、就学前児童の保護者（30.8％）より低くなっています。 

●病児・病後児のための保育施設を希望する場所は９割以上の保護者が「岩国市内」と回答

しています。 

  

30.8 

21.6 

66.8 

76.9 

2.4 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（計：370人）

小学生（計：199人）

できれば病児・病後児保育施設を利用したい 利用したいとは思わない 無回答

90.4 

93.0 

4.4 

0.0 

5.3 

7.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（計：114人）

小学生（計：43人）

岩国市内 市外 無回答
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６．不定期の教育・保育施設や宿泊を伴う一時預かりなどの利用 

（調査結果の概要） 

 保護者の用事のために施設を利用したいと思う人の割合は、就学前児童の保護

者では 39.4％、小学生の保護者では 14.7％となっており、就学前児童の保護者

のニーズが高いことが分かります。 

 就学前児童の保護者の利用目的として、「私用（買物、習い事等）、リフレッシ

ュ目的」が 66.9％となっており、より時間的に逼迫した状況である「冠婚葬祭、

学校行事、子どもや親の通院など」（61.5％）以上に、レスパイト（育児に疲れ

た保護者が一時的に子どもを預けリフレッシュできるようにすること）のニー

ズが高いことが分かります。 

 

 

就学前 / 問２１ 小学生 / 問１４ 

お子さんについて、定期的な保育以外で、保護者の用事(通院、不定期の就労など)のために

不定期に利用している施設はありますか。 

 

●就学前児童の保護者に、定期的な保育以外で、保護者の用事(通院、不定期の就労など)

のために不定期に利用している施設はありますかとたずねたところ、「利用していない」

と回答した人が最も多く、84.0％となっています。次いで、「幼稚園の預かり保育」（8.8％）、

「一時預かり」（4.4％）と続いています。 

●小学生の保護者は 98.2％が「利用していない」と回答しています。  

8.8 

4.4 

1.0 

0.0 

84.0 

2.3 

1.1 

0.0 

98.2 

0.7 

幼稚園の預かり保育

一時預かり

ファミリーサポートセンター

トワイライトステイ

利用していない

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

就学前（計：904人） 小学生（計：449人）



- 34 - 

 

就学前 / 問２２ 小学生 / 問１５ 

お子さんについて、保護者の用事(通院、不定期の就労など)のために施設を利用したいと思

いますか。 

 

（利用する目的） 

 

●就学前児童の保護者に、保護者の用事(通院、不定期の就労など)のために施設を利用した

いと思いますかとたずねたところ、「利用する必要はない」と回答した人の割合は 58.5％

となっています。一方、「利用したい」と回答した人の割合は 39.4％となっています。な

お、「利用したい」と回答した小学生の保護者の割合は 14.7％となっています。 

●利用する目的としては、就学前児童の保護者では「私用（買物、習い事等）、リフレッシ

ュ目的」と回答した人が最も多く、66.9％となっています。小学生の保護者では、「冠婚

葬祭、学校行事、子どもや親の通院など」と回答した人が最も多く、63.6％となっていま

す。小学生の保護者では、「私用（買物、習い事等）、リフレッシュ目的」の回答が 45.5％

と就学前児童の保護者（66.9％）と比べて低くなっていますが、子どもが小学生になれば、

買物等であれば同行させることが比較的容易になることも影響していると考えられます。  

39.4 

14.7 

58.5 

83.1 

2.1 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（計：904人）

小学生（計：449人）

利用したい 利用する必要はない 無回答

66.9 

61.5 

25.3 

3.9 

0.6 

45.5 

63.6 

27.3 

6.1 

1.5 

私用（買物、習い事等）、

リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、

子どもや親の通院など

不定期の就労

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

就学前（計：904人） 小学生（計：449人）
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就学前 / 問２３ 小学生 / 問１６ 

この１年間に、保護者の用事で、お子さんを泊りがけで家族以外にみてもらわなければなら

ないことはありましたか。 

 

（対処方法） 

 
●就学前児童の保護者に、この１年間に、保護者の用事で、お子さんを泊りがけで家族以外

にみてもらわなければならないことはありましたかとたずねたところ、「あった」と回答

した人の割合は 15.0％となっています。一方、「なかった」と回答した人の割合は 83.6％

となっています。 

●泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことがあった場合の対処方法をたず

ねたところ、就学前児童の保護者では、「親族・知人にみてもらった」と回答した人が最

も多く、88.2％となっています。次いで、「仕方なく子どもを同行させた」（11.0％）、「仕

方なく子どもだけで留守番をさせた」（0.7％）と続いています。 

●小学生の保護者も、「仕方なく子どもだけで留守番させた」（4.4％）が就学前児童の保護

者（0.7％）に比べて高くなっていますが、概ね同様の傾向にあります。 

  

15.0 

15.1 

83.6 

83.7 

1.3 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（計：904人）

小学生（計：449人）

あった なかった 無回答

88.2 

11.0 

0.7 

0.0 

0.0 

2.2 

0.0 

91.2 

13.2 

4.4 

0.0 

0.0 

4.4 

0.0 

親族・知人にみてもらった

（同居者を含む）

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

子育て短期支援事業を利用した

民間保育サービス施設等を利用した

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（計：904人） 小学生（計：449人）
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７．育児休業など職場の両立支援制度 

（調査結果の概要） 

 育児休業の取得状況を見ると、過半数の母親は、出産時に働いていないことが

分かります。また、母親が育児休業を取得した割合は父親に比べて圧倒的に高

くなっており、母親に子育てが偏っている実態がみてとれます。 

 育児休業を取得した就学前児童の父親の中で、育児休業取得後、職場に復帰せ

ず退社された方はいませんでしたが、母親の 7.4％はそのまま退職されていま

す。男女の給与格差に加え、性別役割分担意識など、様々な要因が背景にある

ことがうかがえます。 

 

就学前 / 問２４ 

お子さんが生まれた時、父母のいずれか、もしくは双方が育児休業を取得しましたか。 

 

父親 

 

  

働いていなかった

0.3%
取得した（取得中である）

7.1%

取得していない

85.1%

無回答

7.5%

計： 904人
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母親 

 

●就学前児童の保護者に、お子さんが生まれた時、父母のいずれか、もしくは双方が育児休

業を取得しましたかとたずねたところ、「取得した」と回答した人の割合は父親が 7.1％

であるのに対して母親は 33.0％と大きな開きがあります。 

 

就学前 / 問２４-１ 

育児休業を「取得した(取得中である)」と回答した方にうかがいます。 

育児休業取得後、職場に復帰しましたか。 

 

父親 

  

働いていなかった

53.4%

取得した（取得中である）

33.0%

取得していない

10.8%

無回答

2.8%

計： 904人

育児休業取得後、

職場に復帰した

96.8%

現在も育児休業中

である
1.6%

育児休業中に退職

した
0.0%

無回答

1.6%

計： 64人
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母親 

 

●育児休業を「取得した(取得中である)」と回答した就学前児童の保護者に、育児休業取得

後、職場に復帰したかとたずねたところ、父親は「育児休業中に退職した」と回答した人

はおらず、「育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した人の割合が 96.8％となってい

ます。一方、母親は「育児休業中に退職した」と回答した人の割合が 7.4％となっていま

す。 

 

就学前 / 問２４-２ 

「現在も育児休業中である」と回答した保護者にうかがいます。 

お子さんが何歳になるまで育児休業を取得しますか。 

 

●「現在も育児休業中である」と回答した就学前児童の保護者に、お子さんが何歳になるま

で育児休業を取得しますかとたずねたところ、「３歳になるまで」と回答した人の割合が

育児休業取得後、

職場に復帰した
70.8%

現在も育児休業

中である
20.5%

育児休業中に

退職した
7.4%

無回答

1.3%

計： 298人

１歳になる前に

復帰する
11.3%

１歳になるまで

22.6%

２歳になるまで

22.6%

３歳になるまで

25.8%

その他

16.1%

無回答

1.6%

計： 62人
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最も高く、25.8％となっています。次いで、「１歳になるまで」「２歳になるまで」（22.6％）、

「１歳になる前に復帰する」（11.3％）と続いています。 

●その他の回答が 16.1％ありますが、自由回答の記述欄には、「きょうだいの下の子どもの

育休と重なったため、その子が大きくなるまで」との理由が多く書かれています。 

●「１歳になる前に復帰する」と回答した方は７名となっていますが、１歳になる前に復帰

する理由として、「職場に早く復帰したいため（仕事が忙しい、昇給・昇格が遅れるなど）」

と回答した人が４名います。 

 

小学生 / 問１８ 

お子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。 

 

父親 

 

母親 

 

働いていなかった

0.0%
取得した

1.6%

取得していない

89.3%

無回答

9.1%

計： 449人

働いていなかった

55.7%

取得した

25.4%

取得していない

16.0%

無回答

2.9%

計： 449人
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●小学生の保護者に、お子さんが生まれた時、父母のいずれか、もしくは双方が育児休業を

取得しましたかとたずねたところ、「取得した」と回答した人の割合は父親が 1.6％であ

るのに対して母親は 25.4％と大きな開きがあります。 

●お子さんが生まれた時、育児休業を「取得した」と回答した小学生の父親は７名いらっし

ゃいました。全員が、「育児休業取得後、職場に復帰した」と回答されています。 

 

小学生 / 問１８-１ 

お子さんが生まれた時、育児休業を「取得した」と回答した方にうかがいます。 

育児休業取得後、職場に復帰しましたか。 

 

母親 

 

●お子さんが生まれた時、育児休業を「取得した」と回答した小学生の母親に、育児休業取

得後、職場に復帰しましたかとたずねたところ、「育児休業取得後、職場に復帰した」と

回答した人の割合は 94.7％となっています。 

  

育児休業取得後、

職場に復帰した

94.7%

育児休業中に

退職した
5.3%

無回答

0.0%

計： 114人
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８．小学校就学後の放課後の過ごし方 

（調査結果の概要） 

 小学生の放課後の過ごし方に関する設問については、他の設問に比べて無回答

が多い傾向にあります。 

 低学年（１～３年生）では、就学前の保護者も小学生の保護者も「自宅」と回

答した人が最も多くなっていますが、就学前の保護者の第２位は「放課後児童

教室」（46.5％）であるものの、小学生の保護者は 26.5％となっています。こ

の傾向は高学年（４～６年生）も同様です。 

 

就学前 / 問２５ 小学生 / 問１７ 

お子さんが５歳以上である方にうかがいます。 

お子さんが小学生になられた時、放課後(平日の小学校終了後)の時間をどのような場所で過

ごさせたいと思いますか。 

 

低学年（１～３年生） 

  

54.7 

46.5 

30.9 

15.2 

15.6 

1.2 

0.4 

9.4 

4.7 

52.1 

26.5 

34.7 

12.2 

5.6 

1.3 

0.2 

10.2 

23.8 

自宅

放課後児童教室

習い事

（スポー クラブ･ ア 教室･学習塾など）

祖父母宅や友人・知人宅

放課後子供教室

こども館・児童館

ファミリーサポートセンター

その他（公園･図書館など）

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

就学前（計：256人） 小学生（計：449人）



- 42 - 

 

高学年（４～６年生） 

 

●お子さんが５歳以上である就学前児童の保護者にお子さんが小学生になられた時、放課後

(平日の小学校終了後)の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますかとたずねた

ところ、低学年では「自宅」と回答した人が最も多く、54.7％となっています。次いで、

「放課後児童教室」（46.5％）、「習い事（スポーツクラブ･ピアノ教室･学習塾など）」（30.9％）

と続いています。一方、高学年では、「自宅」と回答した人が最も多く、44.9％となって

います。次いで、「習い事（スポーツクラブ･ピアノ教室･学習塾など）」（29.3％）、「放課

後児童教室」（21.9％）と続いています。 

  

44.9 

29.3 

21.9 

12.1 

10.9 

0.8 

0.0 

7.0 

30.9 

31.0 

18.5 

5.1 

5.1 

1.8 

0.9 

0.2 

6.2 

62.1 

自宅

習い事

（スポー クラブ･ ア 教室･学習塾など）

放課後児童教室

祖父母宅や友人・知人宅

放課後子供教室

こども館・児童館

ファミリーサポートセンター

その他（公園･図書館など）

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

就学前（計：256人） 小学生（計：449人）
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就学前 / 問２５-１ 小学生 / 問１７-２ 

お子さんが小学生になられた時、放課後(平日の小学校終了後)の時間を「放課後児童教室」

で過ごさせたいと回答した方にうかがいます。 

お子さんについて、平日、土曜日、日曜日・祝日及び夏休み･冬休みなどの長期休業中に放

課後児童教室を利用したいですか。 
 

平日 

 

土曜日 

 

日曜日・祝日 

 

  

59.8 

51.9 

34.1 

41.2 

3.0 

4.6 

3.0 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（計：132人）

小学生（計：131人）

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年まで利用したい

利用する必要はない 無回答

20.5 

17.6 

8.3 

16.0 

67.4 

64.1 

3.8 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（計：132）

小学生（計：131人）

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年まで利用したい

利用する必要はない 無回答

5.3 

8.4 

1.5 

3.8 

89.4 

85.5 

3.8 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（計：132）

小学生（計：131人）

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年まで利用したい

利用する必要はない 無回答
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夏休み・冬休みなどの長期休業中 

 

●お子さんが小学生になられた時、放課後(平日の小学校終了後)の時間を「放課後児童教室」

で過ごさせたいと回答した就学前児童の保護者に、お子さんについて、平日、土曜日、日

曜日・祝日及び夏休み･冬休みなどの長期休業中に放課後児童教室を利用したいですかと

たずねたところ、平日と夏休み・冬休みなどの長期休業中の利用意向が高いことが分かり

ます。 

 

 

小学生 / 問１７-１ 

放課後児童教室を現在利用している(または、過去に利用した経験がある)保護者の方にうか

がいます。 

放課後児童教室について満足されていますか。 

 

●放課後児童教室を現在利用している(または、過去に利用した経験がある)小学生の保護者

に、満足度をたずねたところ、「満足している」または「やや満足している」と回答した

人の割合は 75.6％となっています。一方、「やや不満である」または「不満である」と回

答した人の割合は 24.5％となっています。  

56.1 

45.8 

35.6 

43.5 

6.1 

8.4 

2.3 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（計：132）

小学生（計：131人）

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年まで利用したい

利用する必要はない 無回答

満足している

45.1%

やや満足している

30.5%

やや不満である

17.2%

不満である

7.3%

計： 233人
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９．市に期待すること 

就学前 / 問２６ 小学生 / 問１９ 

安心して子どもを産み育てるために、市にどのようなことを期待しますか。 

 
●就学前児童の保護者に、安心して子どもを産み育てるために、市にどのようなことを期待

しますかとたずねたところ、「子どもの救急医療体制の整備」と回答した人が最も多く、

60.7％となっています。次いで、「子どもを事故や犯罪の被害から守るための対策を進め

る」（54.3％）、「仕事と子育ての両立しやすい環境づくりについての企業への啓発」（50.7％）

と続いています。小学生の保護者も概ね同様の傾向にあります。 

60.7 

54.3 

50.7 

49.1 

47.5 

37.4 

33.7 

30.1 

28.0 

24.0 

21.0 

18.0 

15.9 

15.6 

14.6 

14.0 

4.8 

1.9 

1.5 

55.9 

53.2 

44.8 

50.6 

50.6 

30.7 

20.7 

26.3 

27.8 

14.9 

16.0 

18.0 

16.3 

12.0 

13.8 

14.9 

4.5 

2.0 

4.0 

子どもの救急医療体制の整備

子どもを事故や犯罪の被害から

守るための対策を進める

仕事と子育ての両立しやすい

環境づくりについての企業への啓発

地域で子どもたちが遊んだり、

スポー したりする場や機会を増やす

放課後児童教室のほかにも、子どもの

放課後の居場所を増やす

子育てのための経済的支援

延長保育や夜間保育などニーズに

合った保育サービスの充実

障害・発達に心配のある

子どもの支援の充実

子どもの「生きる力」を

育むための教育の充実

子育てに関する相談や保護者

同士が交流できる場を増やす

道路や施設などのバリアフリー化を進める

虐待防止など、子どもの人権を

守る取り組みを進める

ひとり親家庭などそれぞれの家庭の

あり方に応じた子育て支援の充実

母子保健サービスの充実

子育てボランティアなど地域で

子育てを支える活動を活発にする

非行防止などの青少年

健全育成対策の充実

その他

特にない

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

就学前（計：904人） 小学生（計：449人）


